
大阪府羽曳野市に位置する「四天王寺大学」。母体となる学校法人四天王寺学園は、聖徳太子が四天王寺を創建された敬田院のご精神に基づき設置。2022（令和4）年に学園創立100周年を迎えた。

水まわりの特長
建物の特徴
「四天王寺大学」は、5学部、7学科、2研究科に短期大学部を併設した総合大学。その母体となる学校法人四天王寺学園は、聖徳太子が四天王寺を創建された敬田院のご精神に基づき設立され、2022（令和4）年に学園創立100周年を迎えた。大阪府の南部、羽曳野市に位置するキャンパスには、シンボル的存在となる八角形の講堂が校舎群の中心にあり、キャンパス全体が仏教伽藍のイメージを与えるものとなっている。2号館は、講義室などがある学舎であり、1Fは心地よい風が通り抜ける広 と々したオープンスペースで、学生たちが集う憩いの空間。このたび、そこに設置されていたバリアフリートイレを改修。性別を問わず利用できる「ジェンダーニュートラルトイレ」へと改修することで、使いやすさを向上させた。

トイレの特長
ジェンダーニュートラルに対応するため、築26年が経過した男女別のバリアフリートイレを、性別を問わず利用できる大便器ブース4ヶ所と、左右勝手違いのバリアフリートイレ2ヶ所に改修。内装は清潔感溢れる白を基調とした明るい空間とし、入口サインなどは、わかりやすさと多様な利用者の性差等を強調しないよう工夫を凝らしたデザインおよびカラーリングとしている。大便器ブースの壁を天井まで立ち上げることで、防犯性やプライバシーを確保し、ゆったりとした、快適な利用空間となっている。さらに、通路などの幅も広く確保し、さまざまな身体状況の方を含むすべての利用者の動線が滞ることのない空間構成を実現。衛生性に配慮し、使い勝手のよい器具も選定されている。

改修前は、左側が女性用、右側が男性用のバリアフリートイレという構成だったが、改修後は男女を分けずに、左側を男女共用の個室トイレ、右側をバリアフリートイレとしている。

建築概要
名称	 四天王寺大学 2号館
所在地	 大阪府羽曳野市学園前3ｰ2-1
施主	 四天王寺大学
設計	 株式会社 ウエストジャパン
施工	 株式会社 ウエストジャパン
竣工年月	 （改修）2024年8月
敷地面積	 約230,000㎡
建築面積	 36.66㎡
延床面積	 36.66㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュバルブ式：CFS494M系	
ウォシュレットPS：TCF5514AY／棚付二連紙巻器：YH600FMR
洗面器：LS717CM／壁掛洗面器：L270CM
台付自動水栓：TLE25SS1A、TLE33SB3A
自動水石けん供給栓：TLK08S04JA、TLK07S04JA
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420WC／パブリック用流し：UASK116

今回の改修を機に、バリアフリートイレの入口に自動ドアを採用。内装も一新されるなど大幅なリニューアルにより、新築同様のトイレに生まれ変わった。性別を問わず利用できるジェンダーニュートラルトイレの大便器ブースは、ブース壁を天井まで立ち上げることで、防犯対策と音漏れ配慮を図るとともに、個室感も高めている。窓から外光が差し込む、明るい洗面コーナー。衛生性に配慮し、非接触で手洗いができる自動水栓と自動水石けん供給栓、クリーンドライ（ハンドドライヤー）を設置している。

今回トイレ改修された2号館の1Fは、風が通り抜ける広 と々したオープンスペースとなっており、学生たちが集う憩いの空間。トイレは、その一角に独立した建屋となっている。

改修前は、同じ広さで同仕様のバリアフリートイレが、男女各2ブースずつ計4ブースという構成で、設置されていた。右側のバリアフリートイレ②には、背もたれ付きのトイレ用手すり（はね上げタイプ）を設置。バリアフリートイレ①と同様に、改修前になかった汚物流しを設けて、オストメイトに配慮している。2ヶ所設置されたバリアフリートイレの内、左側のバリアフリートイレ①には、L型手すりを設置。さらに、オストメイトに配慮して、改修前にはなかった汚物流しを設けている。

改修前は、女性バリアフリートイレだった左側のトイレをジェンダーニュートラルトイレへと改修。トイレ入口には、目隠しとしてガラスブロックを設置している。
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ジェンダーニュートラルトイレ
入口

改修前は、女性バリアフリートイレだっ
た左側のトイレをジェンダーニュートラ
ルトイレへと改修。トイレ入口には、目
隠しとしてガラスブロックを設置してい
る。

バリアフリートイレ① 2ヶ所設置されたバリアフリートイレの
内、左側のバリアフリートイレ①には、L
型手すりを設置。さらに、オストメイトに
配慮して、改修前にはなかった汚物流
しを設けている。

バリアフリートイレ② 右側のバリアフリートイレ②には、背も
たれ付きのトイレ用手すり（はね上げタ
イプ）を設置。バリアフリートイレ①と同
様に、改修前になかった汚物流しを設
けて、オストメイトに配慮している。

改修前 改修前は、同じ広さで同仕様のバリア
フリートイレが、男女各2ブースずつ計
4ブースという構成で、設置されてい
た。

トイレ外観 今回トイレ改修された2号館の1Fは、
風が通り抜ける広 と々したオープンス
ペースとなっており、学生たちが集う憩
いの空間。トイレは、その一角に独立し
た建屋となっている。

ジェンダーニュートラルトイレ
洗面コーナー

窓から外光が差し込む、明るい洗面
コーナー。衛生性に配慮し、非接触で
手洗いができる自動水栓と自動水石
けん供給栓、クリーンドライ（ハンドドラ
イヤー）を設置している。

ジェンダーニュートラルトイレ 
大便器コーナー

性別を問わず利用できるジェンダー
ニュートラルトイレの大便器ブースは、
ブース壁を天井まで立ち上げること
で、防犯対策と音漏れ配慮を図るとと
もに、個室感も高めている。

バリアフリートイレ 入口 今回の改修を機に、バリアフリートイレ
の入口に自動ドアを採用。内装も一新
されるなど大幅なリニューアルにより、
新築同様のトイレに生まれ変わった。

建築概要
名称	 四天王寺大学 2号館
所在地	 大阪府羽曳野市学園前3ｰ2-1
施主	 四天王寺大学
設計	 株式会社 ウエストジャパン
施工	 株式会社 ウエストジャパン
竣工年月	 （改修）2024年8月
敷地面積	 約230,000㎡
建築面積	 36.66㎡
延床面積	 36.66㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュバルブ式：CFS494M系	
ウォシュレットPS：TCF5514AY／棚付二連紙巻器：YH600FMR
洗面器：LS717CM／壁掛洗面器：L270CM
台付自動水栓：TLE25SS1A、TLE33SB3A
自動水石けん供給栓：TLK08S04JA、TLK07S04JA
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420WC／パブリック用流し：UASK116

トイレ図面
改修前は、左側が女性用、右側が男性用のバリアフリートイレという構成だった
が、改修後は男女を分けずに、左側を男女共用の個室トイレ、右側をバリアフリート
イレとしている。

水まわりの特長
建物の特徴
「四天王寺大学」は、5学部、7学科、2研究科に短期大学部を併設した総合大
学。その母体となる学校法人四天王寺学園は、聖徳太子が四天王寺を創建され
た敬田院のご精神に基づき設立され、2022（令和4）年に学園創立100周年を迎
えた。大阪府の南部、羽曳野市に位置するキャンパスには、シンボル的存在となる
八角形の講堂が校舎群の中心にあり、キャンパス全体が仏教伽藍のイメージを与
えるものとなっている。2号館は、講義室などがある学舎であり、1Fは心地よい風が
通り抜ける広 と々したオープンスペースで、学生たちが集う憩いの空間。このたび、
そこに設置されていたバリアフリートイレを改修。性別を問わず利用できる「ジェン
ダーニュートラルトイレ」へと改修することで、使いやすさを向上させた。

トイレの特長
ジェンダーニュートラルに対応するため、築26年が経過した男女別のバリアフリー
トイレを、性別を問わず利用できる大便器ブース4ヶ所と、左右勝手違いのバリア
フリートイレ2ヶ所に改修。内装は清潔感溢れる白を基調とした明るい空間とし、入
口サインなどは、わかりやすさと多様な利用者の性差等を強調しないよう工夫を凝
らしたデザインおよびカラーリングとしている。大便器ブースの壁を天井まで立ち
上げることで、防犯性やプライバシーを確保し、ゆったりとした、快適な利用空間と
なっている。さらに、通路などの幅も広く確保し、さまざまな身体状況の方を含むす
べての利用者の動線が滞ることのない空間構成を実現。衛生性に配慮し、使い
勝手のよい器具も選定されている。

正門 大阪府羽曳野市に位置する「四天王
寺大学」。母体となる学校法人四天
王寺学園は、聖徳太子が四天王寺
を創建された敬田院のご精神に基づ
き設置。2022（令和4）年に学園創立
100周年を迎えた。
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